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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

❖
図
書
館
で
お
は
な
し
会
を
や
っ
て
い

て
、
子
ど
も
が
初
め
て
自
分
か
ら
離
れ

て
参
加
し
た
姿
を
み
て
、
お
は
な
し

会
っ
て
い
い
な
と
思
っ
た
。

❖
長
く
図
書
館
の
仕
事
を
し
て
き
た

が
、
お
は
な
し
会
を
や
っ
て
い
る
自
治

体
は
少
な
か
っ
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に

袖
ケ
浦
の
お
は
な
し
会
に
参
加
し
、
こ

ん
な
素
敵
な
場
所
が
あ
る
ん
だ
な
と

思
っ
た
。

お
は
な
し
会

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市
議
会

みんなのひろば

絵
本
を
通
し
て
、

　
　
子
ど
も
と
一
緒
の
時
間
を
共
有
し
た
い

と

＼ 聴いて　伝える ／

おはなし会ボランティアは、図書館で活動している
ボランティアで、図書館を始め、袖ケ浦市内の保育
所・幼稚園・小中学校などの依頼により、年間400
回近くおはなし会を行っています。その活動は平成
６年から始まり、現在は20名の方が登録しています。
　★おはなし会ボランティアの受賞歴
　　平成27年　クローバー賞受賞
　　平成30年　袖ケ浦市社会功労表彰

今回
の座
談会
は

おはなし会ボランティア

和田 幸子さん 岡田 珠代さん

実方 幸子さん 長谷川 幸子さん

中央図書館の赤ちゃん絵本コーナー

❖
読
み
聞
か
せ
は
た
だ
絵
本
を
読
む
だ

け
で
は
な
く
奥
が
深
く
て
面
白
い
。

❖
袖
ケ
浦
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
レ

ベ
ル
が
高
く
、
全
国
ど
こ
に
出
し
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
、
そ
ん
な
方
た
ち
の

語
り
を
聞
く
の
が
、
自
分
の
楽
し
み
。

活
動
を
し
て
い
る
中
で

良
か
っ
た
こ
と
や
、課
題
は
？

❖
中
学
校
や
小
学
校
の
お
は
な
し
会
に

行
く
と
、「
保
育
所
（
幼
稚
園
）
の
と

き
に
来
て
く
れ
た
人
だ
」
と
覚
え
て
い

て
く
れ
て
嬉
し
い
。

❖
モ
ノ
や
お
金
は
豊
か
な
時
代
だ
け

ど
、
な
い
も
の
に
価
値
を
見
出
し
て
ほ

し
い
。
本
の
中
で
し
か
聞
け
な
い
言
葉

や
文
章
を
受
け
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

❖
お
話
や
絵
本
を
用
意
し
て
い
て
も
、
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議
会
の
ひ
ろ
ば
を
見
た
こ
と

あ
り
ま
す
か
？
感
想
は
？

❖
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
カ
ラ
ー
に

な
っ
て
読
み
や
す
く
な
っ
た
。
表
紙
に

身
近
な
人
が
載
っ
て
い
る
の
で
手
に
取

り
や
す
く
な
っ
た
。

❖
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
な
と
思
っ

た
。

❖
そ
ん
な
に
大
き
く
予
算
は
変
わ
っ
て

な
い
ん
で
す
よ
。
閉
じ
穴
を
な
く
し
た

り
経
費
削
減
し
ま
し
た
。

　
実
際
に
お
は
な
し
会
を
体
験
し
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子
ど
も
の
心
を

育
て
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
と

て
も
大
変
な
活
動
で
す
が
、
今
後
も
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
躍
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

活
動
資
格
…
養
成
講
座
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
、
終
了
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を

行
い
ま
す
。
募
集
の
お
知
ら

せ
は
市
の
広
報
や
図
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
い
ま
す
。

お
問
合
せ　
袖
ケ
浦
市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
☎（
６
３
）４
６
４
６

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大型絵本の読み聞かせの様子

来
て
も
ら
え
な
い
と
開
催
で
き
な
い
。

図
書
館
の
お
は
な
し
会
に
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
ほ
し
い
。

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

❖
図
書
館
に
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
も
ら
い

た
い
。

❖
毎
日
忙
し
い
け
ど
、
寝
る
前
に
１
冊

だ
け
本
を
読
ん
で
あ
げ
て
ほ
し
い
。

❖
本
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
親
と

子
を
つ
な
ぐ
も
の
。

❖
１
回
15
冊
ま
で
借
り
ら
れ
る
の
で
、

好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
借
り
て
読

ま
せ
て
あ
げ
る
の
も
い
い
な
と
。

参加した子どもたちは、絵本だけでなく、
耳から聞くおはなしの世界にひたり、
目を輝かせて楽しんでいます。その年齢に
応じたその年齢でしか楽しめない絵本や
おはなしを堪能してもらいたいです。

小学校での絵本の読み聞かせの様子

おはなしを聞いている子どもたち

「わらべうたであそぼう」の様子

おはなしのろうそくを吹き消す子ども
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成
果
を
踏
ま
え
た

運
営

　
平
成
31
年
度
は
、
現
行
総

合
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

各
施
策
に
お
け
る
必
要
な
取

り
組
み
を
展
開
し
、
次
の
総

合
計
画
へ
着
実
に
つ
な
い
で

い
く
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
袖
ケ
浦
駅

海
側
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

効
果
を
市
内
に
波
及
さ
せ
る

施
策
、
新
た
な
小
規
模
保
育

事
業
へ
の
支
援
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
、
袖
ケ
浦

椎
の
森
工
業
団
地
の
早
期
操

業
と
雇
用
促
進
へ
の
支
援
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
歳
出
事
業

に
対
し
て
は
、
国
・
県
補
助

金
の
確
保
や
、
計
画
的
な
市

債
の
活
用
な
ど
、
継
続
的
な

財
政
運
営
に
配
慮
し
た
予
算

計
上
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
各
種
事
業
に

つ
い
て
、
事
業
効
果
を
上
げ

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
た
め

賛
成
し
ま
す
。

　平成31年度予算について、議会では、予算審査
特別委員会を設置し、３月18日、20日、22日の
３日間にわたり各会計について審査を行いました。
　袖ケ浦海側地区のまちづくりや消費税増税を含
めた予算編成に対し、活発に質疑を行いました。
　平成31年度当初予算の歳入歳出総額は、245
億４千万円　対前年度11億７千万円、５%増とな
り、当初予算の予算規模としては、２年ぶりの増
加となりました。

賛成
討論

245億4000万円収 入

総合計画最終年度
これまでの成果と新たな時代へ つなぐ予算とは

市税
135億8272万円
55.3%

財政調整基金などからの繰入金
11億8670万円　4.8%

負担金・使用料など
9億9986万円　4.1%

保育料、小中学校給食費、住民票交付、
ごみ処理手数料など

諸収入・財産収入
8億1809万円　3.3%

講座受講料、不燃物売却代、
市有財産貸付収入など

国から交付されるお金
31億7942万円　13.0%

県から交付されるお金
15億9641万円　6.5%

地方消費税から交付されるお金
11億2100万円　4.6%

市債（借入金）
9億4380万円　3.8%

地方譲与税・地方特例交付金など
7億6200万円　3.1％

自主財源

依存
財源

＊自主財源：市が自主的に徴収する収入
＊依存財源：国や県から受け入れる収入

※１万円未満は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
※構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

自主財源　合計 169億3737万円　69.0%
依存財源　合計 76億 263万円　31.0%

収 入

可
決

　市税収入は135億8272万
円で対前年度3.3％増となり
ます。そのうち個人市民税
は、対前年度１億1858万円
増の35億2503万円、固定資
産税は、袖ケ浦駅海側地区な
どの新築家屋の増により１億
5652万 円 増 の77億1792万
円を見込んでいます。国庫支
出金については、３億6101
万円増の31億7942万円、市
債は3870万円増の９億4380
万円を計上しています。

歳入

前年度からの繰越金
3億円　1.2%

ふるさと納税
などの寄付金
5000万円　0.2%
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水
道
事
業
等
広
域
化
は

許
せ
ま
せ
ん

　
一
般
会
計
予
算
で
は
、
消

費
増
税
緩
和
策
と
し
て
無
駄

な
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
予

算
が
３
億
１
千
万
円
以
上
も

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
な
ら
消

費
増
税
を
中
止
す
べ
き
で
す
。

君
津
地
域
４
市
で
進
め
る
新

火
葬
場
建
設
運
営
と
水
道
事

業
の
広
域
化
、
７
市
町
で
進

め
る
第
２
期
広
域
廃
棄
物
処

理
事
業
な
ど
不
透
明
で
問
題

が
あ
り
、
許
せ
ま
せ
ん
。
駅

海
側
開
発
区
画
整
理
域
内
に

強
ア
ル
カ
リ
性
の
製
鋼
ス
ラ

グ
が
24
万
ｔ
も
埋
め
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
明
白
な
の

に
、
水
質
検
査
等
の
予
算
措

置
も
あ
り
ま
せ
ん
。
市
立
幼

稚
園
統
廃
合
も
賛
成
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
市
が
平
成
29
年

度
ま
で
の
５
年
で
58
億
円
の

税
収
不
足
に
な
る
と
し
た
見

通
し
が
異
な
っ
た
反
省
も
見

ら
れ
な
い
編
成
で
あ
り
反
対

し
ま
す
。

反対
討論

245億4000万円支 出

総合計画最終年度
これまでの成果と新たな時代へ つなぐ予算とは

平成３１年度予算

人件費
56億488万円　22.8％

職員給与・共済組合負担金・
議員報酬など

扶助費
50億7019万円
20.7％

福祉・生活保護など

地方債の償還金
12億697万円　4.9％

道路や施設などの
建設費・災害復旧事業費
19億4790万円　7.9％

物件費
50億6113万円
20.6％

補助金・負担金など
24億7869万円

10.1％

繰出金　21億2808万円　8.7％
一般会計から特別会計へ支出するお金

維持補修費
3億4703万円　1.4％

道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

積立金　3億  210万円　1.2％
財政調整基金積立金など

投資及び出資金・貸付金
2億9304万円　1.2％

奨学資金貸付金、高齢者等住
宅整備資金貸付金、中小企業
融資資金貸付金など

予備費　1億円　0.4％

義務的
経費

その他
の経費

投資的
経費

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費
＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

義務的経費　合計 118億8204万円　48.4%
投資的経費　合計 19億4790万円　 7.9%
その他の経費　合計 107億1006万円　43.7%

支 出

　歳出では、人件費、扶助費、
物件費などの経常的経費の合
計が、約７億８千万円増の約
211億７千万円となり、全体の
86.3％となります。また、投
資的経費のうち普通建設事業
費については、約１億４千万
円増の約19億５千万円となり、
主な事業としては、高須箕和
田線の南袖への延伸、南袖大
橋の耐震補強補修工事、防災
行政無線のデジタル化、ごみ
処理施設の長寿命化に向けた
整備費用等になります。

歳出
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防
犯
灯
の
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ

の
交
換
は
、
地
域
ご
と
に
ま
と
ま
っ
て

交
換
す
る
の
か
。

　

蛍
光
灯
の
耐
用
年
数
が
10
年
な
の

で
、
耐
用
年
数
を
考
慮
し
て
、
す
べ
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
交
換
は
い
つ
か
ら
か
。

　

９
月
下
旬
頃
か
ら
交
換
を
始
め
ま

す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
具
体
的
な

内
容
は
。

　
対
象
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
０※

歳
か
ら
２
歳
の
子
育
て
世
帯
が
対
象
で

す
。
２
万
５
千
円
分
利
用
可
能
な
商
品

券
が
２
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
周
知
徹
底
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
購
入
の

お
知
ら
せ
を
送
り
ま
す
。
子
育
て
世
帯

に
は
商
品
券
の
引
換
券
を
一
括
で
送
付

す
る
予
定
で
す
。

　
２
０
１
９
年
度
中
に
開
設
す
る
新
た

な
小
規
模
保
育
施
設
と
は
。

　
海
側
の
商
業
施
設
内
に
整
備
さ
れ
る

予
定
の
小
規
模
保
育
施
設
１
か
所
に
つ

い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
規
模
は
19
名

の
予
定
で
、
同
じ
事
業
者
が
、
同
規
模

の
施
設
を
も
う
一
つ
整
備
す
る
予
定
で

す
。

　
も
う
一
か
所
の
施
設
は
ど
こ
に
で
き

る
の
か
。

　
同
じ
商
業
施
設
内
で
す
。

　
袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
雨
除
け

の
設
置
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

　

試
験
的
に
羽
田
線
に
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
も
順
次
設
置
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　
東
京
駅
鍛
冶
橋
駐
車
場
行
き
の
乗
り

口
は
特
に
雨
風
が
あ
た
る
。
今
後
雨
除

け
を
設
置
す
る
の
か
。

　
順
次
、
乗
り
口
に
雨
除
け
を
設
置
し

て
い
く
計
画
で
す
。

　
風
疹
の
予
防
接
種
に
関
す
る
周
知
方

法
は
。

　
Ｈ
Ｐ
、
広
報
、
妊
娠
希
望
者
と
そ
の

パ
ー
ト
ナ
ー
等
に
向
け
て
は
医
療
機
関

へ
の
掲
示
で
対
応
し
ま
す
。

　
風
疹
の
予
防
接
種
に
対
す
る
補
助
内

容
は
。

　
妊
娠
希
望
者
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
等

で
、
県
が
実
施
す
る
風
疹
抗
体
検
査
の

結
果
に
お
い
て
、
抗
体
値
が
低
い
方
が

増
税
負
担
を
軽
減

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
３
億
１
８
２
０
万
円

防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
更
新

防
犯
灯
設
置
管
理
事
業

２
４
８
１
万
４
千
円

　
次
期
総
合
計
画
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
平
成
31
年
度
予
算
に
対
し
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
金
額
は
質
問
の
内
容
を
含
む
事
業
全
体
の
金
額
で
す
。

気
に
な
る
事
業

長寿命のLED灯へ

平成
31年度
予算

海
側
商
業
施
設
に

新
た
な
小
規
模
保
育
施
設

私
立
保
育
施
設
等
整
備
助
成
事
業

１
６
５
０
万
１
千
円

袖
ケ
浦
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

雨
除
け
設
置

バ
ス
路
線
整
備
事
業

５
３
９
７
万
円

風
疹
の
予
防
接
種
推
進

予
防
接
種
事
業

１
億
５
３
７
０
万
円

※
２
０
１
６
年
４
月
２
日

～
２
０
１
９
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
子
が
い
る
世
帯
が
対

象
で
す
。

バス利用者のために雨除けを整備します
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風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
た
場
合
に
補

助
を
し
ま
す
。

　
袖
ケ
浦
市
観
光
協
会
を
法
人
化
し
た

ね
ら
い
は
。

　
長
期
的
な
観
光
振
興
の
取
組
み
を
推

進
し
て
い
く
う
え
で
、
法
人
化
は
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
法
人
化
に
よ
り
組
織

体
制
の
強
化
、
事
業
の
拡
張
、
収
益
事

業
を
行
え
る
な
ど
の
取
組
み
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
海
側
の
商
業
施
設
内
に
で
き
る
交
流

施
設
の
内
容
は
。

　
観
光
協
会
が
事
業
主
体
と
な
り
、
商

業
施
設
内
の
テ
ナ
ン
ト
で
袖
ケ
浦
市
の

観
光
を
中
心
と
し
た
魅
力
発
信
を
し
ま

す
。
観
光
情
報
発
信
、農
畜
産
物
販
売
、

地
元
の
農
畜
産
物
の
飲
み
物
・
お
菓
子

の
提
供
を
行
う
予
定
で
す
。

　

交
流
施
設
へ
の
一
部
補
助
金

２
０
０
０
万
円
の
内
容
は
。

　
交
流
施
設
で
は
、開
設
事
業
者
に「
①

観
光
情
報
の
発
信
」、「
②
農
畜
産
物
・

特
産
推
奨
品
の
販
売
」、「
③
地
元
農
畜

産
物
を
活
用
し
た
飲
食
の
提
供
」
の
事

業
を
展
開
し
て
も
ら
う
た
め
、
店
舗
開

設
に
あ
た
り
、
改
修
費
３
５
０
０
万

円
、
家
賃
等
５
０
０
万
円
を
含
め
た
開

設
費
用
４
０
０
０
万
円
の
う
ち
、
半
分

の
２
０
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る

予
定
で
す
。
外
装
・
内
装
は
お
洒
落
な

も
の
を
考
え
て
お

り
、
事
業
者
の
選

定
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
提
案
し

て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
貝
塚
の
土
地
収
用
の
内
容
は
。

　
国
庫
補
助
金
を
い
た
だ
き
２
０
１
９

年
度
に
保
護
す
べ
き
面
積
の
う
ち
40
・

２
％
、
２
０
２
０
年
度
に
は
更
に
23
％

の
土
地
を
取
得
す
る
予
定
で
す
。
ま
た

指
定
に
未
同
意
の
方
へ
の
交
渉
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
現
地
の
整
備
な
ど
の
工
事
関
係
は
、

収
用
と
並
行
し
て
行
う
の
か
。

　
現
在
、
保
存
策
定
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
計
画
に
基
づ
き
今
後
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

　
改
修
工
事
５
３
１
万
円
の
内
容
は
。

　
老
朽
化
の
た
め
、
早
急
に
改
修
が
必

要
な
工
事
を
行
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
ど
ん
帳
や
照
明

の
撤
去
、
体
育
館
外
壁
の
補
修
等
を
行

い
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
ス
テ
ー
ジ
が
使
え
な
か
っ

た
が
、
ス
テ
ー
ジ
が
使
え
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

　
各
種
大
会
等
で
は
使
用
で
き
ず
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
工
事

で
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

委 員 長 前田美智江

副委員長 粕谷　智浩

委 員 根本　駿輔　　山口　　進
山下　信司　　小国　　勇
鈴木　憲雄　　佐久間　清
長谷川重義　　福原　孝彦
篠﨑　典之

予算審査特別委員会

山
野
貝
塚
を
後
世
へ

山
野
貝
塚
保
存
活
用
事
業

４
６
９
２
万
７
千
円

臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

ス
テ
ー
ジ
改
修

臨
海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

１
億
４
９
４
０
万
１
千
円

交
流
施
設
で
魅
力
発
信

観
光
振
興
支
援
事
業

４
０
０
４
万
円

山野貝塚の発掘・保存をすすめます

臨海スポーツセンター
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こんなことが決まりました

３月定例会　会 期 ２月21日～３月26日　34日間
今号では
この中から3つを
Pick up！

条例の制定……………… 1件
条例の一部改正………… 4件
市道路線の変更・認定… 2件
和　解…………………… 1件
平成30年度補正予算……8件
平成31年度予算…………6件

平成31年度補正予算…  1件
人事案件……………… 17件
発議案……………………1件
陳　情……………………2件
協議案件…………………4件
合　計　47件　その他報告３件

農業集落排水事業　2億2000万円

後期高齢者医療　6億1300万円

国民健康保険　63億1600万円 介護保険　43億3300万円

一般会計　245億4000万円

合計　373億1300万円
特別会計

127億7300万円
66％ 34％

公共下水道事業
12億9100万円

平
成
31
年
度
特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

腎
臓
病
地
域
連
携
パ
ス
の
内
容
は
。

か
か
り
つ
け
医
と
専
門
医
が
連
携
す
る

た
め
の
パ
ス
で
す
。
特
定
健
診
で
腎
臓

病
に
関
す
る
数
値
の
悪
い
方
へ
パ
ス
を

送
付
し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
受
診

後
、
更
に
検
査
が
必
要
な
ら
専
門
医
に

受
診
し
て
も
ら
い
ま
す
。
パ
ス
で
そ
れ

ぞ
れ
の
指
示
を
医
師
間
で
共
有
し
て
も

ら
い
、
腎
臓
病
が
悪
化
し
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
５
千
万
円

減
の
１
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
繰
入
金

は
縮
小
廃
止
の
方
向
な
の
か
。

県
の
国
保
運
営
方
針
に
お
い
て
、
給
付

と
税
負
担
の
関
係
性
が
不
明
瞭
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
決
算
補
填
目
的
の
法

定
外
繰
入
は
、
保
険
税
負
担
の
急
激
な

増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
解
消
・
削
減
を

図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年

に
策
定
し
た
市
の
国
保
運
営
方
針
に

基
づ
き
、
繰
入
金
の
削
減
を
行
っ
た
も

の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

地
域
密
着
型
施
設
の
整
備
の
見
通
し
は
。

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
整
備
を

位
置
付
け
て
お
り
、
Ｈ
30
年
度
に
２
つ

の
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
を
公
募
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
応
募
が
な
く
整
備
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
」
の
１
事

業
所
は
、
２
０
２
０
年
２
月
頃
に
開
設

す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設

し
て
整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、「
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
は
、
Ｈ
31
年

４
月
か
ら
再
度
、
実
施
事
業
者
を
公
募

し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の
質
疑

平成31年度特別会計予算の内訳

ご自身で
記入してください

それぞれ該当するケミヱテを参照してください 診療状況に関してあてはまる□にタゥチキしてください 下記のあてはまる□にタゥチキしてください

年 月 日 年 月 日 年 月 日

【慢性腎臓病（CKD)予防連携委員会作成】 （かかりつけ医→市へ提出）

医師名□ 袖ク浦市

発行者
医療機関名 医療機関名

□ 木更津市　
□ 君津市　

□ 富津市　

医師名

□ 今後は専門医による診療が望ましいと思われます。

または、今後予定しています。 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

発行日 受診日 受診日

□ B 高血糖の状態です。
合併症に備えた継続的治療が大切です。

治療および指導を行っています。
□ 腎生検を含む精密検査を案内しました。

□ 糖尿病は当院で治療中であり、微量゠ラピポヱ尿
測定や精密検査を行っています。

（検査の際は別途報告します。）

現在は、腎機能に異常がない場合（上記①～④非該当）でも、
上記A,Bに該当する場合は微量゠ラピポヱ尿検査が大切です。

ケミヱテ A B

□ A 糖尿病が強く疑われます。
蛋白尿が陰性でも腎臓の精密検査（微量゠ラピポ
ヱ尿）が大切です。

【当院でビェルヺ中】

【糖尿病について】 □

【通信欄】
□ 尿蛋白2+以上またはeGFR低下に関しては、

□ 貴院での定期診察を案内しました。
精密検査済みまたは専門医と連携済みであり

□ 当院での3～6か月後の再検査を勧めました。

（紹介状が必要となります）

腎代替療法説明
□ 今後の診療を、二次医療機関に依頼します。

HｂA1c （NGSP値） 6.5～7.9％ 8.0％～ □ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

④ 腎機能が非常に悪化していますので、腎臓専門
施設での治療が必要です。 指導内容 □ 栄養ヹ生活指導（管理栄養士）

□ 病態説明

多発嚢胞腎

□ 糖尿病に関する精密検査や患者指導において糖尿
病専門医の二次医療機関と連携します。

□ 泌尿器科的疾患

糖尿病性腎症
□ 一次性腎疾患

□ ③ 今後の腎機能悪化に備えた専門的対応が必要で
す。 □ 再検査で異常なしヹCKD非該当

自
由
記
載

□ 不明ヹその他（　　　　　　　　　　　）
□

15～29 ③ ③ ③ 推定原因 □ 腎硬化症
□

□ ① 腎臓障害の原因に対する精密検査が必要です。
□ 自己免疫疾患等の二次性腎疾患

□ ②

今後の診療を、二次医療機関に依頼します。
（紹介状が必要となります）

15未満 ④ ④ ④ □

腎臓障害の原因に対する精密検査および、腎機
能悪化防止のため血圧管理ヹ減塩が必要です。 【糖尿病について】 □

その他（　　　　　　　　　　　　　）

45～59 ① ① 診断 □ 慢性腎臓病 □ 急性腎臓病

60以上 ① 自
由
記
載

□

30～44 ② ② ② □ その他（　　　　　　　　　　　　　）

□ CT □ 超音波 □ MRI

(ml/分/1.73ㅍ) 尿蛋白 □ 尿蛋白やeGFR低下に関する精密検査や患者指導に
おいて腎臓病専門医の二次医療機関と連携します。

□ 微量゠ラピポヱ尿

eGFR (-) or (�) (＋) (2+)以上

【慢性腎臓病（CKD)について】 ※ＣＫＤ重症度分類とは異なります 【慢性腎臓病（CKD)について】 検査 □ アヱシヨヱの機能精査

年齢 歳

このハシは、健康管理の目的で市に提出され、統計や保健事業に使用することをご了解のうえで受診してください。 電話番号 　（　　　　　　）

特定健康診査の結果 かかりつけ医（協力医療機関） 精密検査・指導内容（二次医療機関）

腎臓病地域連携パス NO. 氏名

生年月日  昭和 年 月 日

※水道事業は平成31年度より君津地域４市で統合広域化しました。

腎臓病地域連携パス

可 決

Pick up 1
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広
域
化
で
経
費
削
減

さ
ら
な
る
広
域
化
は
問
題

賛成
討論

　

ご
み
処
理
事
業
を
広
域
で

実
施
す
る
こ
と
は
、
国
が
示

す
指
針
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
経
費
の
削
減
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
事
業
に
関

す
る
事
務
を
６
市
１
町
で
共

同
し
て
管
理
・
執
行
す
る
こ
の

規
約
の
制
定
に
賛
成
し
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
や

運
送
に
よ
る
環
境
負
荷
の
増
、

さ
ら
に
災
害
が
頻
発
し
て
い

る
中
で
、
６
市
１
町
を
一
か
所

の
ご
み
処
分
場
に
集
約
す
る

こ
と
は
問
題
。
ご
み
処
理
は

自
区
内
処
理
が
基
本
で
あ
り
、

さ
ら
に
広
域
化
す
る
本
議
案

に
反
対
し
ま
す
。

反対
討論

次
期
ご
み
処
理
事
業
の

協
議
会
の
規
約
に
つ
い
て

Pick up 3

可 決

　
６
市
１
町
（
木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
、
袖
ケ
浦
市
、
鴨
川
市
、

南
房
総
市
及
び
鋸
南
町
）
が
ご
み
処
理
事
業
を
共
同
し
て
行
う
た
め

に
設
置
す
る
協
議
会
の
規
約
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

国
の
補
助
金
を
活
用
し

小
中
学
校
を
改
修
し
ま
す

Pick up 2

可 決

　
平
成
31
年
度
予
算
で
予
定
し
て

い
た
工
事
が
、
国
の
平
成
30
年
度

補
正
予
算
に
よ
る
補
助
金
を
活
用

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
平

成
30
年
度
予
算
に
前
倒
し
す
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
工
事
は
繰
越
手
続
き
を

行
い
実
施
さ
れ
ま
す
。

総　額　１億7329万円
昭 和 小：校舎棟トイレ改修工事
根 形 小：受水槽改修工事
奈良輪小：体育館吊天井等耐震対策工事
昭 和 中：校舎棟外壁屋根等改修工事
（国の補助金の他、市税・市債を使って工事します）

ご
み
処
理
事
業
の
こ
れ
か
ら

　
現
在
、
袖
ケ
浦
市
、
木
更
津
市
、
君
津
市
、
富
津
市
の
ご
み
は
、
㈱

か
ず
さ
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
で
中
間
処
理
を
し
て
、
ス※

ラ
グ
・
メ
タ
ル

の
再
資
源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
２
０
２
６
年
度
末
ま

で
で
あ
り
、
次
の
ご
み
処
理
事
業
の
整
備
に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。

※
ス
ラ
グ
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
材
料
に
な
り
、
メ
タ
ル
は
建

設
機
械
の
お
も
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

主な経緯と今後の予定
2018年８月　次期ごみ処理事業の基本構想を策定
2018年10月　木更津市まち美化推進課に準備室を設置
2018年12月　６市１町で覚書を締結
2019年度　事業者選定・契約締結・建設地決定
2023年度～2026年度　建設工事
2027年４月　事業開始 ㈱かずさクリーンシステム

吊天井改修（蔵波中 H27実施）

トイレ洋式化（蔵波小 H28～29実施）
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臨
時
職
員
や
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
財
政
措
置
を
国
に
求

め
る
も
の
で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
は
２
０
１
９
年
10
月
よ
り
３
歳
児
以
上
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

０
～
２
歳
児
に
お
い
て
も
、
所
得
制
限
を
設

け
ず
、
３
歳
以
上
の
園
児
と
同
様
に
保
育
料
を

無
償
化
に
す
る
こ
と
、
ま
た
全
園
児
の
給
食
費

無
償
化
な
ど
を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
採
決

の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
に
伴
う
、

国
の
地
方
自
治
体
へ
の
十
分
な
財
政
措
置
を

求
め
る
陳
情

陳
情
人
：
自
治
労
連
千
葉
県
本
部

幼
児
教
育
・
保
育
の
『
無
償
化
』
に
係
わ
る

制
度
の
拡
充
、及
び
、国
の
地
方
自
治
体
へ
の

十
分
な
財
政
措
置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
人
：
自
治
労
連
千
葉
県
本
部

不
採択

不
採択

無
償
化
は
当
然
の
役
目

待
機
児
童
増
加
、

無
償
化
で
格
差
拡
大

賛成
討論

　
袖
ケ
浦
市
の
よ
う
に
地
方
交
付
税

不
交
付
団
体
の
公
立
施
設
で
も
民
間

施
設
同
様
に
国
が
全
額
費
用
負
担
す

る
な
ど
十
分
な
措
置
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
、い
ず
れ
の
陳
情
項
目
も
理

に
か
な
っ
た
当
然
の
内
容
で
あ
る
た

め
賛
成
し
ま
す
。

　
待
機
児
童
が
解
消
し
な
け
れ
ば
無

償
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
人
と
受

け
ら
れ
な
い
人
と
で
格
差
が
生
じ
、

ま
た
所
得
制
限
を
設
け
な
い
制
度
で

あ
る
た
め
、
高
所
得
者
ほ
ど
メ
リ
ッ

ト
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
る
た

め
反
対
し
ま
す
。

反対
討論

　
「
陳
情
」
と
は
、
市
に
実
情
を
訴
え
て
善
処
し
て
く
れ
る
よ
う
に
要
請
す
る

こ
と
で
す
。
ま
た
議
員
の
紹
介
が
あ
る
要
請
を
「
請
願
」
と
い
い
ま
す
。

国
に
財
政
措
置
求
め
る
べ
き

す
で
に
要
望　
国
も
検
討
へ

賛成
討論

　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
自
治

体
業
務
全
般
の
リ
ス
ト
ラ
と
民
間
委

託
を
進
め
る
国
の
ね
ら
い
が
あ
り
、

問
題
点
も
多
く
あ
る
が
、臨
時・非
常

勤
職
員
の
待
遇
改
善
は
必
要
。十
分

な
財
政
措
置
を
国
に
求
め
る
べ
き
で

あ
り
賛
成
し
ま
す
。

　
全
国
市
議
会
議
長
会
で
も
、
国
に

対
し
財
政
措
置
を
強
く
要
望
す
る
決

議
が
な
さ
れ
、
国
も
適
切
に
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、

同
趣
旨
の
意
見
書
を
あ
え
て
提
出
す

る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
反
対
し

ま
す
。

反対
討論

陳
　
情
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平成31年３月定例会の議決結果
　３月定例会では、議案44件、陳情２件、発議案１件について議決し、陳情２件を除き、すべての議案について可
決・同意されました。賛否が分かれた案件は10件でした。

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆ ○＝原案賛成　●＝原案反対　退＝退席

◆全会一致で原案可決・承認・同意された主な議案◆
◦職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例の制定
◦行政組織条例の一部を改正する条例の制定
◦ひとり親家庭等医療費等の助成に関する条例の一部を改正

する条例の制定
◦廃棄物等の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の

一部を改正する条例の制定
◦市道路線の変更・認定

◦事故に係る和解
◦市とかずさ水道広域連合企業団との間における下水道使用

料及び農業集落排水処理施設使用料の徴収等に関する事務
の委託に関する規約の制定に関する協議

◦君津広域水道企業団の解散に関する協議
◦君津広域水道企業団の解散に伴う財産処分に関する協議

ほか

詳細については袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp/
議会事務局　☎(62)3450 ▲議決結果はこちらから

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

根
本　
駿
輔

山
口　
　
進

山
下　
信
司

粕
谷　
智
浩

在
原　
直
樹

小
国　
　
勇

笹
生　
典
之

緒
方　
妙
子

篠
原　
幸
一

鈴
木　
憲
雄

佐
久
間　
清

前
田
美
智
江

長
谷
川
重
義

励
波　
久
子

佐
藤　
麗
子

笹
生　
　
猛

榎
本　
雅
司

阿
津
文
男（
議
長
）

塚
本　
幸
子

福
原　
孝
彦

篠
﨑　
典
之

水道事業の統合に伴う関係条例
の整理等に関する条例の制定

原案 
可決

建
設〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成30年度　一般会計補正予算
（第３号）

原案 
可決

総
務〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成31年度　一般会計予算 原案 
可決

予
算〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成31年度　国民健康保険特別
会計予算

原案 
可決

予
算〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成31年度　農業集落排水事業
特別会計予算

原案 
可決

予
算〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

平成31年度　公共下水道事業特
別会計予算

原案 
可決

予
算〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

木更津市、君津市、富津市、袖ケ
浦市、鴨川市、南房総市及び鋸南
町広域廃棄物処理事業協議会規
約の制定に関する協議

原案 
可決

建
設〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

君津広域水道企業団の解散に関
する協議

原案 
可決

建
設〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

「会計年度任用職員制度の施行
に伴う、国の地方自治体への十
分な財政措置を求める意見書」
の提出を要請する陳情書

不採択 総
務● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● － ● ● 〇

「幼児教育・保育の『無償化』に係
わる制度の拡充、及び、国の地方
自治体への十分な財政措置を求
める意見書」の提出を求める陳
情書

不採択 文
教● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● － ● ● 〇
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住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

バ
ス
路
線
活
性
化
の
新
た
な
取
組
み

は
。新

た
に
「
そ
で
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
路
線
図
を

掲
載
し
、
今
年
度
も
乗
り
方
教
室
、
無
料

お
試
し
乗
車
等
で
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

乗
車
機
会
を
増
や
す
た
め
に
無
料
お
試

し
乗
車
の
幅
を
広
げ
な
い
か
。

路
線
バ
ス
運
賃
収
入
に
影
響
す
る
た
め

赤
字
路
線
の
み
一
カ
月
限
定
実
施
し
て
い

ま
す
。

交
通
弱
者
へ
の
地
域
支
援
の
取
組
み
は
。

担
い
手
確
保
や
地
域
に
合
っ
た
方
法
な

ど
皆
様
と
引
き
続
き
検
討
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
全
体
で
な
く
市
内
路
線
バ

ス
、
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
な
ど
に
特
化

し
た
検
討
組
織
を
立
ち
上
げ
な
い
か
。

公
共
交
通
全
体
の
方
向
性
が
決
ま
っ
た

段
階
で
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

ガ
ウ
ラ
ン
ド
無
料
送
迎
バ
ス
な
ど
を
規

制
緩
和
し
市
民
へ
解
放
で
き
な
い
か
。

法
規
制
、
交
通
事
業
者
の
影
響
等
が
あ

り
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

市
内
初
の
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

Ｈ
31
年
度
２
月
目
途
に
１
事
業
所
を
整

備
、今
後
も
積
極
的
に
整
備
を
図
り
ま
す
。

Ｈ
30
年
開
始
の
骨
髄
提
供
者
助
成
額
の

積
算
根
拠
と
実
績
は
。

提
供
者
は
平
均
賃
金
と
施
術
に
必
要
な

日
数
で
算
出
し
、
事
業
所
は
最
低
賃
金
と

施
術
に
必
要
な
日
数
で
算
出
し
ま
す
。
実

績
は
１
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

野
田
市
の
虐
待
事
件
で
は
教
育
委
員

会
、
学
校
、
児
相
の
連
携
不
備
を
指
摘
さ

れ
た
が
、
本
市
の
連
携
、
対
応
は
。

本
市
で
は
関
係
機
関
全
て
が
双
方
向
に

緊
密
に
情
報
共
有
し
、
常
に
最
善
の
方
策

と
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
対
応
し
ま
す
。

今
後
も
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
に
注

力
し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

市
政 
問
う
を

一
般
質
問
と
は
、皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て
、議
員
が
市
長
な
ど
に
考
え
を
聞
く
も
の
で
す
。

議
員
本
人
が
Ｑ
＆
Ａ
を
要
約
し
作
成
し
た
原
稿
を
質
問
者
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

未
掲
載
の
内
容
も
含
め
、一
般
質
問
の
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
配
信
中
で
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
録
は
６
月
頃
に
掲
載
予
定
で
す
。

６
人
が

各議員のＱＲコードから一般質問の映像が閲覧で
きます。会議録は市議会ホームページのほか、市役
所２階の市政情報室や、中央図書館、おかのうえ図
書館でも閲覧できます。

袖ケ浦市議会

会 議 録 は こ ち ら か ら →

扌

緒
お

方
がた

 妙
たえ

子
こ

議員
公明党

・住みやすいまちづくり
・支え合いのまちづくり

質
問
項
目

Q
A

交通弱者に移動手段の
確保を
路線バス利用促進とニーズに応じた
移動手段の確保、改善に努めます
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申
請
書
は
簡
単
で
申
請
し
や
す
く

申
請
書
類
は
３
枚
に
改
善
し
た
と
の
事

だ
が
、
富
津
市
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
で

１
枚
と
な
っ
て
い
る
。
改
善
し
な
い
か
。

他
市
の
状
況
等
も
調
査
し
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
が
利
用
、
申
請
し
や
す
い
運

用
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
の
新
年
度
予
算
で
入
学
準
備
金
は
小

中
学
校
と
も
１
万
円
の
増
額
と
な
る
予

定
。準
要
保
護
も
反
映
し
て
い
く
考
え
か
。

国
の
単
価
に
合
わ
せ
検
討
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
を
支
給
項
目
の
対
象
に
し
な
い
か
。

現
時
点
で
支
給
項
目
を
拡
大
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
職
員
減
で
消
防
力
充
実
？

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
さ
せ
な
い
で
！

災
害
が
頻
発
す
る
中
、
全
国
的
に
消
防

職
員
は
Ｈ
20
年
か
ら
９
年
間
で
５
９
５
４

名
増
加
し
て
い
る
。
袖
ケ
浦
市
の
救
急
出

動
件
数
は
５
１
０
件
も
増
え
て
い
る
が
職

員
は
増
え
て
い
な
い
。
消
防
体
制
充
実
強

化
検
討
委
員
会
で
は
、
市
の
人
員
適
正
化

計
画
で
削
減
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
。「
人

員
不
足
で
現
場
活
動
に
限
界
を
感
じ
て
い

る
」
な
ど
職
員
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
て

い
る
の
に
削
減
あ
り
き
で
問
題
で
は
。

署
の
あ
り
方
、
効
率
的
な
運
用
方
法
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
影
響
が
あ
る
か
な
い
か

総
合
的
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

中
央
署
と
長
浦
署
を
今
後
ど
う
す
る

消
防
署
内
部
で
は
、
Ｈ
26
年
に
は
敷
地

面
積
や
液
状
化
の
地
盤
、
現
地
到
着
時
間

の
遅
延
等
の
問
題
か
ら
中
央
・
長
浦
署
を

他
の
場
所
に
移
転
集
約
す
る
こ
と
で
意
見

が
一
致
し
て
い
た
。
市
長
の
考
え
は
。

ど
の
よ
う
な
署
の
配
置
が
い
い
の
か
調

査
し
検
討
し
て
い
ま
す
。
拙
速
に
判
断
す

る
こ
と
は
避
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
考
え
る

防
災
へ
の
取
り
組
み

近
年
の
災
害
を
踏
ま
え
て
、
自
主
防
災

組
織
の
結
成
状
況
と
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
育
成
に
つ
い
て

伺
う
。

本
年
２
月
末
結
成
数
は
74
組
織
で
、
新

規
で
は
年
２
組
織
の
結
成
が
目
標
で
す
。

ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

地
域
で
防
災
活
動
を
行
う
人
材
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。地
域
と
行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
等
と
連
絡
調
整
を
担
う
人
材
と
し

て
、
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養

成
を
推
進
し
、
現
在
１
２
５
名
が
県
か
ら

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

市
町
村
よ
り
も
小
さ
な
地
域
で
作
る
地

区
防
災
計
画
の
必
要
性
を
伺
う
。

こ
の
計
画
制
度
の
推
進
は
必
要
で
す
。

本
市
で
は
、
地
区
別
防
災
訓
練
を
実
施
す

る
な
か
で
、
地
域
の
防
災
機
関
の
連
携
強

化
や
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
実
践
的
な

地
域
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
農
業
を

次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
に
は

農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
は「
人・農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、

認
定
農
業
者
農
地
集
積
事
業
な
ど
に
よ

り
、
担
い
手
と
な
る
農
業
者
へ
農
地
の
利

用
集
積
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
認
定
農

業
者
等
が
導
入
す
る
、
生
産
力
強
化
の
た

め
の
機
械
や
施
設
の
整
備
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
支
援

と
し
て
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の

交
付
や
、
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
の

受
講
者
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
な
ど
、

県
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
担
い

手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

励
と

波
なみ

 久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・消防行政について
・就学援助制度の改善・充実につ

いて

質
問
項
目

Q
A

就学援助申請書を
ダウンロードできるように
2020年度から実施できるよう
整備を進めます

前
まえ

田
だ

美
み

智
ち

江
え

議員
公明党

・市長の施政方針から
質
問
項
目

Q
A

地域ぐるみでの
防災力となる人材育成は
自主防災組織リーダーや災害対策
コーディネーターを養成します
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海
側
土
地
区
画
整
理
使
用
の
製
鋼

ス
ラ
グ
検
査
結
果
詳
細
の
公
表
を

袖
ケ
浦
駅
海
側
土
地
区
画
整
理
宅
地
区

域
に
地
盤
改
良
用
製
鋼
ス
ラ
グ
24
万
ｔ
も

埋
め
立
て
ら
れ
た
問
題
で
市
Ｈ
Ｐ
に
は
、

ｐ
Ｈ
試
験
な
ど
環
境
試
験
結
果
の
掲
載
が

な
い
。ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
。

不
安
払
拭
の
た
め
土
地
区
画
整
理
組
合

が
国
立
環
境
研
究
所
に
検
証
依
頼
し
、
十

分
安
全
と
の
見
解
が
示
さ
れ
、
Ｈ
28
年
６

月
組
合
通
信
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
の
方
は
組
合
通
信
を
受
け
取
っ
て

な
い
。市
と
し
て
詳
細
を
公
表
し
な
い
か
。

非
常
に
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
今

後
組
合
と
協
議
し
て
可
能
な
ら
考
え
ま
す
。

市
民
よ
り
「
埋
立
地
か
ら
濁
っ
た
水
が

出
て
い
る
。
汚
染
水
で
は
な
い
か
」
と
不

安
の
声
が
あ
り
、
道
路
側
溝
流
入
水
を
採

取
し
、
独
自
で
調
べ
た
ら
ｐ
Ｈ
12
以
上
の

強
ア
ル
カ
リ
と
検
出
さ
れ
た
。
水
質
・
土

壌
検
査
等
、
今
後
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

今
年
１
月
に
苦
情
が
あ
り
、
Ｈ
29
年
度

発
注
施
工
の
既
設
水
路
再
整
備
区
間
に
白

濁
水
を
確
認
し
、水
質
検
査
準
備
中
で
す
。

高
い
国
保
税
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に

し
な
い
か

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
失
業
者
や

障
が
い
者
等
、
構
造
的
に
低
所
得
者
が
増

え
て
い
る
。
法
定
外
繰
り
入
れ
を
減
ら
さ

ず
、
国
保
税
負
担
を
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に

近
づ
け
る
べ
き
。
本
市
で
国
保
税
と
協
会

け
ん
ぽ
を
比
較
す
る
と
ど
う
な
る
か
。

40
歳
未
満
夫
婦
と
お
子
さ
ん
２
人
の

年
収
３
０
０
万
の
標
準
世
帯
の
比
較
で

国
保
税
23
万
７
５
０
０
円
、
協
会
け
ん

ぽ
保
険
料
（
標
準
報
酬
月
額
25
万
円
）

14
万
１
２
０
０
円
で
差
が
９
万
６
３
０
０

円
、
率
が
１・６
８
倍
と
な
り
ま
す
。

国
保
税
引
き
下
げ
を
検
討
し
な
い
か
。

現
状
、
そ
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
防
災
計
画
の
改
定
か
ら
「
よ
り

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
繋
げ
よ

地
域
防
災
計
画
で
の
消
防
団
の
役
割
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
。

消
防
団
は
初
期
消
火
や
延
焼
拡
大
防

止
、避
難
勧
告
等
の
伝
達
や
被
災
者
救
出
、

救
護
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
で
す
。
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
専
門
的
な
分
野
で

は
、
救
護
所
で
の
医
療
救
護
活
動
、
被
災

建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
、
外
国
語
の

通
訳
や
情
報
提
供
、
被
災
者
へ
の
心
理
的

ケ
ア
等
で
す
。
一
般
的
な
分
野
で
は
、
指
定

避
難
所
の
運
営
補
助
、
炊
き
出
し
や
食
料

等
の
配
布
、
救
援
物
資
等
の
仕
分
け
輸
送
、

高
齢
者
等
の
要
配
慮
者
の
介
護
等
で
す
。

第
８・
９
分
団
が
統
合
し
た
。
分
団
統

合
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

各
分
団
の
体
制
や
各
地
区
の
実
情
や
意

向
、
区
と
自
治
会
か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま

え
、
地
域
防
災
力
の
減
退
と
な
ら
な
い
よ

う
検
討
し
、
市
か
ら
統
合
を
要
請
す
る
よ

う
な
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

新
消
防
署
整
備
は
、安
心
の
拠
点
と
し
て

市
民
参
画
で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
規
模
災
害
対
策
に
も
通
じ
る
新
た
な

消
防
署
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

消
防
本
部
の
立
地
条
件
や
財
政
面
等
を

踏
ま
え
消
防
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
対
応
し
ま
す
。

新
消
防
署
が
安
心
の
拠
点
と
な
る
よ
う

市
民
参
画
で
進
め
る
手
法
は
市
の
政
策
の

方
向
性
で
も
真
ん
中
。
市
民
の
安
心
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
消
防
署
整
備
が
必

要
。
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
等
と
の
関

係
を
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
市
内
の

防
災
組
織
同
士
の
連
携
は
、
３
者
連
携
訓

練
の
開
催
で
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
で
連
携
が
強
化
で
き
る
よ
う
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

篠
しの

﨑
ざき

 典
のり

之
ゆき

議員
日本共産党袖ケ浦市議団

・袖ケ浦駅海側特定土地区画整理
事業について

・国民健康保険運営について
・消費税10％の及ぼす影響と対

応について

質
問
項
目

Q
A

「埋立て地から濁った水」と
不安の声が出ているが
白濁水を確認し 水質検査準備中です

Q
A

分団の統合の考え方は

市から要請することはありません

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

・地域防災計画改訂における災害
に対する体制整備について

質
問
項
目

議会だより そでがうら /  M a y 2 0 1 9 14



様
々
な
連
携
で
適
切
な
森
林
管
理
を

２
０
１
９
年
度
よ
り
、
林
業
経
営
に
適

さ
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
自
ら

経
営
管
理
を
行
う
こ
と
に
な
る
な
ど
、
森

林
政
策
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
。
本
市

の
森
林
政
策
の
方
針
は
。

ま
ず
は
対
象
の
森
林
を
設
定
し
、
所
有

者
へ
の
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

県
の
連
絡
調
整
会
議
や
君
津
地
域
４
市
と

市
原
市
を
所
管
す
る
林
業
事
務
所
の
部
会

に
お
い
て
、情
報
共
有
す
る
な
ど
し
ま
す
。

市
町
村
管
理
の
森
林
が
増
え
れ
ば
、
業

務
量
や
費
用
も
相
当
増
え
る
の
か
。

事
務
や
費
用
は
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
市
に
配
分
さ
れ

る
森
林
環
境
譲
与
税
で
ま
か
な
え
る
か
ど

う
か
は
、
現
段
階
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

自
伐
型
林
業
と
言
わ
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
林
業
の
協
会
な
ど
、
民
間
と
も
連
携
す

る
こ
と
で
森
林
の
活
用
を
図
ら
な
い
か
。

県
の
会
議
に
お
い
て
情
報
共
有
し
民
間

と
の
連
携
も
調
査
検
討
し
ま
す
。

外
国
人
起
業
促
進
事
業
の

認
定
を
受
け
経
済
活
性
化
を

昨
年
12
月
か
ら
国
で
始
ま
っ
た
外
国
人

起
業
促
進
事
業
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
外

国
人
の
起
業
が
し
や
す
く
な
り
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
育
成
な
ど
経
済
活
性
化
が

期
待
で
き
る
。
本
市
は
ア
ク
セ
ス
や
地
価

な
ど
立
地
上
有
利
で
あ
り
、
認
定
を
受
け

外
国
人
起
業
促
進
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
県

や
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
家
や
県
外
郭
団
体
と
連
携
な
ど
す

る
こ
と
で
、対
処
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

先
行
す
る
福
岡
市
で
は
様
々
な
連
携
を

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
県
に
お

い
て
も
情
報
収
集
の
段
階
で
す
。

Q
A

制度変更で森林政策方針は

まずは所有者意向調査を実施します

根
ね

本
もと

 駿
しゅん

輔
すけ

議員
新風会

・森林政策の方針について
・外国人起業の促進について

質
問
項
目

＼人事のお知らせ／

教育長が再任されました
　Ｈ31年３月12日をもって
任期満了となった教育長の再
任が、３月定例会において全
員賛成で同意されました。任
期はＨ31年３月13日から３
年間です。

御
園　
朋
夫 

氏

農業委員が決まりました
　Ｈ31年３月31日で農業委員会委員の任期が満了
となったため、新しい農業委員会委員16名が３月定
例会において全員賛成で同意されました。任期はＨ
31年４月１日から３年間です。４月５日の農業委員
会臨時総会で、会長に小泉氏、職務代理者に森田氏
が選出されました。

委員氏名 ※議案番号順

石　渡 　正　明 氏  （福 王 台）（再）
小　泉 　勝　彦 氏  （神 　 納）（再）
注連野 　千佳代 氏  （三 　 箇）（再）
渡　邉 　美代子 氏  （谷 　 中）（再）
関　　 　　　巖 氏  （神 　 納）
田　中 　幸　一 氏  （蔵 　 波）
栗　原 　寛　光 氏  （久 保 田）
中　山 　　　明 氏  （飯 　 富）
渡　辺 　義　一 氏  （野 　 田）
森　田 　菊　雄 氏  （高 　 谷）
山　嵜 　和　雄 氏  （川 原 井）
時　田 　善　夫 氏  （上 　 泉）
陸　野 　光　男 氏  （岩 　 井）
小　倉 　哲　也 氏  （百 目 木）
切　替 　一　弥 氏  （横 　 田）
石　川 　和　利 氏  （下 宮 田）

１列目左から	関、渡邉、小泉、森田、注連野
２列目左から	石川、陸野、山嵜、栗原、小倉、渡辺、中山、切替、田中、時田

※敬称略

石渡
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【６月の定例会】

旧施設の閉鎖や老朽化に伴い、４月
１日より新たに２つの放課後児童クラ
ブが開所しました。「昭和放課後児童
クラブ」は、「NPO法人キッズパレッ
ト」が運営し、「根形放課後児童クラブ」
は、「社会福祉協議会」が運営します。
４月１日より新１年生を含めた多くの
子どもたちが利用していて、とても賑
やかな様子でした。また保護者からは
「小学校の敷地内で安心です」という
声が多く聞けました。

昭和小と根形小の敷地内に
放課後児童クラブオープン

ガ ウ ラ の ひ ろ ば

令和元年5月１日No.178 発行／袖ケ浦市議会　編集／議会広報特別委員会
〒299-0292 千葉県袖ケ浦市坂戸市場1-1　TEL 0438-62-3450（直通）

袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp/ 袖ケ浦市議会

「議会のひろば」は、
環境にやさしい植物
油インキを使用して
います。

令和元年5月１日No.178 発行／袖ケ浦市議会　編集／議会広報特別委員会
〒299-0292 千葉県袖ケ浦市坂戸市場1-1　TEL 0438-62-3450（直通）

袖ケ浦市ホームページ　http://www.city.sodegaura.lg.jp/ 袖ケ浦市議会

「議会のひろば」は、
環境にやさしい植物
油インキを使用して
います。

日 月 火 水 木 金 土
5/26 5/27 5/28

一般質問
受付

5/29
議会運営
委員会

5/30 5/31 6/1

２ ３ ４ ５
本会議
10:00～

６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15
本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

16 17 18 19 20 21 22
本会議
（一般質問予備日）

総務企画
常任委員会

文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

23 24 25 26 27 28 29
本会議
10：00～

＊一般質問通告一覧表は５月31日（金）頃、ホームページに掲載する予定です。
＊６月定例会の予定は、５月29日（水）に開催される議会運営委員会で正式決定さ

れます。詳しくは議会事務局（62－3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は５月27日（月）までです。

　本会議の会議録はホームページへの掲載
まで約２ケ月かかりますので、内容を早く
ご覧になりたい方、もっと詳しく知りたい
方は、録画配信をご利用ください。
　パソコンだけでなく、スマートフォン、
タブレット端末でもご覧になれます。

「議会のひろば」より

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL 0438-62-3450　FAX 0438-63-5130
E-mail sode32@city.sodegaura.chiba.jp

　録画配信を
　　ご利用ください　
定例会全日程終了後
　約２週間で
　　　アップされます　

議員名・会議日から選べます。
「再生」を押すと映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

４月６日（土）に袖ケ浦公園まつりが満開の桜の中、開催さ
れました。ステージでは上総太鼓の演出や袖ヶ浦高校吹奏楽部
の演奏をはじめ、餅投げなども行われ、大勢の家族連れや花見
客で賑わいました。

桜満開　袖ケ浦公園まつり


